
新
大
陸
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
キ
ナ
の
渡
来
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
（
以
下
キ
ナ
伝
説
）
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫

人
合
○
且
①
囲
号
９
日
９
９
）
が
、
夫
が
副
王
の
職
に
あ
っ
た
ペ
ル
ー
で
三
日
熱
に
罹
患
し
、
こ
れ
が
先
住
民
が
用
い
て
い
た
キ
ナ
樹
皮
で

完
治
し
た
。
強
い
印
象
を
受
け
た
伯
爵
夫
人
は
、
キ
ナ
樹
皮
を
ョ
１
ロ
ッ
パ
に
も
ち
帰
っ
て
紹
介
し
、
普
及
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か

（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）

ら
リ
ン
ネ
は
キ
ナ
樹
を
Ｑ
ｐ
８
Ｏ
ｐ
ｍ
と
命
名
し
た
。
現
在
は
こ
の
説
は
伝
説
で
あ
る
と
さ
れ
、
史
実
と
し
て
は
否
定
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ン

チ
ョ
ン
が
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
私
は
こ
の
伝
説
に
関
心
を
も
ち
、
チ
ン
チ
ョ
ン
（
ｇ
一
コ
。
ｇ
弓
）
を
訪
れ
、
現
地
で
出
版

（
５
）

さ
れ
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
以
下
『
チ
ン
チ
ョ
ン
」
）
も
入
手
し
た
。
伝
説
そ
の
も
の
は
別
稿
で
論
ず
る
こ
と
と
し
て
、
チ
ン
チ
ョ
ン
と
い
う
土
地

チ
ン
チ
ョ
ン
は
、
ス
ペ
イ
ン
中
央
部
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
地
方
に
あ
り
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
南
約
五
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
。
高
原
の

奥
の
小
さ
な
村
だ
が
、
古
い
時
代
の
面
影
を
残
し
て
い
る
こ
と
と
、
ア
ニ
ス
酒
の
生
産
地
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
マ
ド
リ
ッ
ド
近
郊
の
観
光

地
と
し
て
評
判
が
高
い
。
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
バ
ス
の
便
が
あ
り
、
一
時
間
ほ
ど
の
道
程
で
あ
る
。
人
口
は
、
約
四
千
人
を
か
ぞ
え
る
。

を
紹
介
し
た
い
。

（
１
頁
５
）

一
・
チ
ン
チ
ョ
ン
の
地
誌

キ
ナ
伝
説
の
里
、
チ
ン
チ
ョ
ン
と
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人

鰕
獲
檸
噂
瑞
封
蟻
鵲
平
成
七
年
七
月
十
九
日
受
付

泉
彪
之
助
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古
い
醸
造
所
も
あ
る
。

年
代
記
に
よ
れ
ば
、
か
っ
て
チ
ン
チ
ョ
ン
合
三
己
９
９
）
は
、
そ
の
丘
が
蹄
鉄
の
形
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
Ｑ
邑
旦
（
）
と
呼
ば
れ
た
。
こ

れ
が
○
三
弓
ｇ
ｏ
と
な
り
、
○
三
月
９
口
（
蹄
鉄
の
意
味
を
含
む
）
と
変
わ
っ
て
現
在
の
地
名
と
な
っ
た
と
い
う
。

別
の
説
で
は
、
チ
ン
チ
ョ
ン
は
円
形
競
技
場
の
意
味
の
ラ
テ
ン
語
Ｑ
Ｈ
２
目
（
。
『
２
亀
）
か
ら
来
て
い
る
と
も
、
チ
ン
チ
ョ
ン
を
形
成
す
る

五
つ
の
村
落
と
関
係
す
る
Ｑ
ｐ
２
目
か
ら
来
て
い
る
と
も
い
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
Ｑ
旨
〕
８
９
〕
語
頭
の
８
は
、
最
初
は
ｏ
で
あ
っ
た
の
が
後

に
ｇ
に
変
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
５
）
（
６
）

司
祭
を
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
縁
で
ゴ
ャ
の
絵
が
あ
る
。

（
５
）

一
．
チ
ン
チ
ョ
ン
の
名
前
の
起
こ
り

灘蕊蕊蕊織蕊蕊蕊議
写真｜・チンチョンの広場(PlazaMayor)

正面の高い建物は聖母被昇天教会

蕊:
H》

蕊

呵
咽
巴
剖
員
ナ
限
守
時
‐
心
白
田
■
■

末
弟
カ
ミ
ロ
（
。
閏
邑
○
き
＄
号
⑦
昌
昌
目
月
扇
昌
朋
）
が

チ
ン
チ
ョ
ン
は
ま
た
、
ア
ニ
ス
酒
の
生
産
地
と
し
て
酒
屋
が
軒
を
な
ら
べ
、

写真2．チンチョン伯爵居城

(CastillodelosCondes)

村
の
中
心
に
は
広
場
（
国
闇
幽
巨
星
。
『
）
が
あ
り
、
そ
れ

を
取
り
か
こ
ん
で
バ
ル
コ
ニ
ー
を
持
っ
た
家
が
な
ら
び
、

広
場
を
見
下
ろ
す
よ
う
な
形
で
聖
母
被
昇
天
教
会
が
見
え

る
（
写
真
１
）
。
町
外
れ
に
は
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
の
居
城

（
９
の
昌
○
号
一
○
の
９
ａ
＄
）
が
廃
嘘
と
な
っ
て
残
っ
て

い
る
（
写
真
２
）
。
日
本
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
、
こ
の
城
を

（
１
）

見
学
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
書
い
て
あ
っ
た
が
、
見
た
と

こ
ろ
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

聖
母
被
昇
天
教
会
は
、
画
家
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ゴ
ヤ
の

末
弟
カ
ミ
ロ
（
○
画
目
旨
ざ
＄
号
。
○
菌
ぐ
屑
月
雨
具
隅
）
が
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ア
ラ
ゴ
ン
王
子
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
王
女
イ
サ
ベ
ル
、
後
の
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
は
、
結
婚
に
際
し
イ
サ
ベ
ル
の
兄
エ
ン
リ
ケ

四
世
の
承
諾
を
得
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
イ
サ
ベ
ル
と
エ
ン
リ
ケ
の
娘
フ
ア
ナ
と
の
間
に
カ
ス
テ
イ
リ
ァ
王
位
に
つ
い
て
継
承
権
の
争
い
が

（
８
）

起
こ
っ
た
。
モ
ジ
ャ
侯
爵
夫
妻
は
、
こ
の
争
い
の
中
で
功
績
が
あ
っ
た
の
で
、
一
四
八
○
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
か
ら
チ
ン
チ
ョ
ン
の
支
配

（
５
）

権
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
が
チ
ン
チ
ョ
ン
の
最
初
の
領
主
で
あ
る
。

目
羅
信
英
に
よ
る
と
、
一
四
八
七
年
、
女
官
の
一
人
が
イ
サ
ベ
ル
女
王
と
取
り
違
え
ら
れ
て
刺
客
に
刺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
、
こ

ｑ
の

ハ
ギ
ス
田
四
隠
尉
》
少
．
言
．
）
が
キ
ナ
伝
説
の
基
本
資
料
と
し
て
い
る
艀
冨
豊
四
国
○
国
且
○
の
文
（
ラ
テ
ン
語
）
で
は
、
チ
ン
チ
ョ
ン
が
Ｑ
ロ
‐

（
３
）

呂
○
ご
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
Ｑ
胃
言
ご
画
の
綴
り
は
こ
れ
か
ら
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（

２
）

日
本
で
は
、
チ
ン
チ
ョ
ン
が
シ
ン
コ
ン
あ
る
い
は
キ
ン
コ
ン
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
Ｑ
胃
言
ご
国
は
日
本
薬
局
方
で
は
シ
ン
コ
ー
ナ
と

読
ま
れ
、
前
述
の
よ
う
に
チ
ン
チ
ョ
ン
は
か
っ
て
別
の
名
を
も
っ
た
が
、
ゴ
ヤ
の
作
品
が
「
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
」
と
呼
ば
れ
る
（
後
述
）

な
ど
の
例
が
確
立
し
て
い
る
の
で
、
地
名
は
チ
ン
チ
ョ
ン
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
英
語
大
辞
典
は
、
の
ヨ
呂
○
目
の
綴

（
７
）

り
は
あ
や
ま
り
で
、
呂
旨
ｇ
ｏ
口
四
と
訂
正
す
べ
き
だ
が
、
歴
史
的
に
定
着
し
て
い
る
の
で
む
ず
か
し
い
と
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
Ｑ
ご
‐

ｇ
ｇ
ｍ
は
、
歴
史
的
経
緯
を
重
視
し
た
の
三
月
ｇ
ご
“
（
晉
且
ｇ
国
）
と
、
の
ご
ｇ
ｇ
ｍ
の
綴
り
を
ス
ペ
イ
ン
語
化
し
た
９
画
８
．
四
ｓ
ご
颪
目
）

と
両
様
に
綴
ら
れ
る
。

チ
ン
チ
ョ
ン
は
小
さ
な
村
だ
が
、
マ
ド
リ
ッ
ド
防
衛
の
拠
点
と
い
う
意
味
で
も
あ
っ
た
の
か
、
高
い
身
分
の
貴
族
が
領
有
し
て
い
る
。

カ
ス
テ
ィ
リ
ア
王
エ
ン
リ
ケ
四
世
の
宮
廷
に
つ
か
え
た
ア
ン
ド
レ
ス
・
デ
・
カ
ブ
レ
ラ
（
ど
己
融
の
号
Ｓ
耳
の
国
）
（
一
四
三
○
年
生
）
は
、

四
六
七
年
に
ベ
ア
ト
リ
ス
・
デ
・
ボ
バ
デ
ィ
リ
ャ
田
の
四
ヨ
圃
烏
國
富
昌
一
巴
と
結
婚
し
、
一
四
七
五
年
に
双
方
は
モ
ジ
ャ
侯
爵
（
白
四
昌
巨
①
の
①
の

言
、
）

冨
昌
巴
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。 （

一
ひ
）
（
Ｑ
唖
）

三
．
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
の
来
歴
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第
三
代
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
、
サ
ン
チ
ア
ゴ
勲
爵
士
デ
ィ
エ
ゴ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
ａ
ｏ
邑
目
侭
○
房
目
四
目
の
園
号
９
耳
①
国
昌
国
富
呂
冒
）

は
、
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
宮
廷
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
一
人
で
、
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
の
建
築
な
ど
国
務
に
参
画
し
た
。
一
五
九
八
年
の

（
５
）

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
臨
終
に
も
立
ち
会
っ
て
い
る
。
伯
自
身
は
、
一
六
○
七
年
に
死
去
し
た
。

第
四
代
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
ル
イ
ス
・
ヘ
ロ
ニ
モ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
ａ
ｏ
己
門
昌
旦
①
臥
昌
日
○
思
昌
四
目
の
闇
号
９
耳
①
国
琶
胃
冨
邑
匿
）
の
夫

人
が
、
キ
ナ
伝
説
の
主
人
公
で
あ
る
。
ル
イ
ス
・
ヘ
ロ
ニ
モ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
は
、
一
六
二
八
年
か
ら
一
六
三
九
年
ま
で
ペ
ル
ー
副
王
の

（
３
）
（
５
）
（
３
）
（
５
）

職
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ス
ペ
イ
ン
無
敵
艦
隊
の
総
司
令
官
に
任
命
さ
れ
て
ペ
ル
ー
を
は
な
れ
て
い
る
。
キ
ナ
伝
説
で
は
、
は
じ
め
彼
の
最

の
女
官
が
ベ
ァ
ト
リ
ス
・
デ
・
ボ
バ
デ
ィ
リ
ア
（
目
羅
は
、
ベ
ア
ト
リ
ス
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
・
デ
・
ボ
バ
デ
ー
ジ
ャ
と
し
て
い
る
）
で
あ
っ
た
と

（
９
）

い
う
。
ベ
ァ
ト
リ
ス
は
、
女
王
の
よ
き
相
談
相
手
で
あ
り
、
姉
妹
同
様
に
育
っ
た
間
柄
で
、
そ
の
証
拠
に
、
両
王
は
即
位
後
初
め
て
の
爵
位

（
９
）

授
与
に
夫
の
ア
ン
ド
レ
ス
・
デ
・
カ
ブ
レ
ラ
を
選
ん
だ
。
二
人
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
の
イ
サ
ベ
ル
は
、
後
に
初
代
ペ
ル
ー
副
王
と
な
る
ア
ン

（
９
）

ド
レ
ス
・
ウ
ル
タ
ー
ド
・
デ
・
メ
ン
ド
ー
サ
の
祖
母
に
当
た
る
。
新
大
陸
最
初
期
の
総
督
（
副
王
制
が
確
立
す
る
前
の
統
治
機
関
）
フ
ラ
ン
シ
ス

（
９
）

．
・
デ
・
ボ
バ
デ
ィ
リ
ア
は
、
ベ
ア
ト
リ
ス
と
同
じ
家
の
出
で
あ
ろ
う
。

モ
ジ
ャ
侯
爵
夫
妻
の
次
男
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
ａ
○
．
悪
日
四
目
Ｏ
Ｓ
耳
①
国
琶
胃
冨
邑
匿
）
が
チ
ン
チ
ョ
ン
の
領
主
権
を
継
い
だ
が
、
一
五
二

○
年
に
テ
レ
サ
・
デ
・
ラ
・
ク
エ
バ
・
イ
・
デ
・
ト
レ
ド
ａ
ｏ
目
自
国
の
の
四
号
両
目
の
く
画
く
鳥
目
巳
＆
。
）
と
結
婚
し
、
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ

ス
一
世
か
ら
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
の
爵
位
を
授
与
さ
れ
た
。
こ
れ
が
初
代
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
で
あ
る
。
伯
は
、
一
五
二
○
年
に
起
こ
っ
た
民
衆
暴

（
５
）

動
コ
ム
ネ
ロ
ス
の
反
乱
に
際
し
、
セ
ゴ
ビ
ァ
の
王
宮
の
防
衛
に
功
績
が
あ
っ
た
。
初
代
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
は
、
一
五
二
二
年
に
死
去
し
た
。

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
子
ペ
ド
ロ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
（
号
ご
牌
号
○
思
冒
四
目
①
ｎ
号
Ｓ
胃
の
国
】
５
９
邑
邑
が
跡
を
継
ぎ
、
一
五
五
四
年
に

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
が
英
国
の
メ
ア
リ
・
チ
ュ
ー
ダ
ー
と
結
婚
す
る
際
英
国
へ
随
行
し
た
り
、
一
五
七
○
年
の
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
の
ア
ナ
・
デ
・
ア

ウ
ス
ト
リ
ァ
ａ
ｏ
冒
津
巨
動
号
シ
こ
の
日
巴
と
の
結
婚
に
奉
仕
す
る
な
ど
、
宮
廷
で
活
躍
し
た
。
こ
れ
が
二
代
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
で
あ
る
。
一
五

（
５
）

七
五
年
に
死
去
。
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ゴ
ャ
が
描
い
た
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
・
デ
・
ボ
ル
ボ
ン
・
イ
・
バ
リ
ャ
ブ
リ
ガ
内
親
王
（
号
目
昌
胃
討
弓
①
『
＄
四
号

国
○
号
目
冒
ぐ
巴
両
胃
信
巴
（
ボ
ル
ボ
ン
は
ブ
ル
ポ
ン
の
ス
ペ
イ
ン
語
表
記
）
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
カ
ル
ロ
ス
四
世
の
総
理
大
臣
で
王
妃
の
愛
人
で
も

あ
っ
た
マ
ヌ
エ
ル
・
ゴ
ド
イ
の
夫
人
で
あ
る
。
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
と
し
て
は
第
一
四
代
で
あ
っ
た
。
王
妃
マ
リ
ア
・
ル
イ
サ
は
悪
名
高

く
、
ゴ
ャ
の
有
名
な
作
品
「
カ
ル
ロ
ス
四
世
の
家
族
」
中
の
重
要
人
物
だ
が
、
こ
の
絵
に
は
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
は
現
れ
て
い
な
い
・

マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
は
、
カ
ル
ロ
ス
三
世
の
末
弟
ド
ン
・
ル
イ
ス
ａ
○
コ
冒
厨
シ
具
○
己
○
盲
目
の
）
と
、
同
名
の
母
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
と
の
間

（
６
）

に
生
ま
れ
た
娘
で
、
カ
ル
ロ
ス
四
世
の
い
と
こ
に
あ
た
る
。
ゴ
ヤ
は
、
幼
い
と
き
の
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
の
肖
像
も
描
い
て
い
る
。
ブ
ル
ボ
ン

（
ｌ
罠
３
）

初
の
夫
人
ア
ナ
・
デ
・
オ
ソ
ー
リ
オ
（
号
目
Ｐ
ロ
四
号
○
の
目
○
）
の
名
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
ア
ナ
・
デ
・
オ
ソ
ー
リ
オ
は
夫
の
副
王
就
任
前
に

死
去
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
現
在
で
は
二
番
目
の
夫
人
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
・
エ
ン
リ
ケ
ス
・
デ
・
リ
ベ
ラ
ａ
ｏ
目
印
四
口
ｇ
の
Ｓ
野
島
亘
①
国
号

（
和
○
）
（
Ｆ
Ｄ
）

固
く
。
国
）
が
伝
説
の
主
人
公
と
さ
れ
る
。
『
チ
ン
チ
ョ
ン
」
は
、
「
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
・
エ
ン
リ
ケ
ス
は
、
一
六
三
二
年
に
ス
ペ
イ
ン
、
次
い
で
ョ

－
ロ
ッ
パ
ヘ
キ
ナ
を
紹
介
し
普
及
を
助
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
の
伯
爵
よ
り
有
名
に
な
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
ハ
ギ
ス
に
よ
れ
ば
、
フ

ラ
ン
シ
ス
カ
・
エ
ン
リ
ヶ
ス
も
、
ペ
ル
ー
か
ら
帰
国
す
る
と
き
新
大
陸
を
は
な
れ
る
前
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
夫
人
の
貢
献
は
伝
説
に
過

（
３
）

ぎ
な
い
と
い
う
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
に
ふ
れ
な
い
。

チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
と
キ
ナ
を
め
ぐ
る
物
語
は
、
ホ
セ
・
マ
リ
ア
・
ペ
マ
ン
（
］
○
附
言
“
爵
府
日
習
）
に
よ
っ
て
、
「
聖
な
る
副
王
夫
人

（
５
）
（
岨
）

Ｐ
國
曾
邑
国
く
目
の
言
巴
」
（
一
九
三
九
年
）
と
い
う
戯
曲
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

堀
田
善
衛
は
、
ゴ
ヤ
（

（
６
）

し
て
い
る
。
こ
の
チ
ン
一

の
と
し
て
紹
介
し
た
い
。

四
●

（
５
）
（
６
）

ゴ
ヤ
の
作
品
「
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
」

は
、
ゴ
ヤ
の
作
品
「
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
」
（
旨
８
且
の
笛
号
○
三
月
目
己
を
、

こ
の
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
は
、
キ
ナ
伝
説
の
主
人
公
よ
り
ず
っ
と
後
の
人
だ
が
、

ゴ
ャ
の
多
数
の
肖
像
画
中
の
最
高
傑
作
と

チ
ン
チ
ョ
ン
と
い
う
土
地
を
象
徴
す
る
も
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ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
バ
ス
が
唯
一
の
便
。
マ
ド
リ
ッ
ド
の
メ
ト
ロ
駅
○
○
且
①
号
○
四
の
巴
を
出
て
、
シ
ぐ
の
号
巨
①
昌
扁
禺
鼠
‐
国
の
（
〕
の
バ
ス
停
か
ら
。
チ
ケ
ッ
ト

（
Ⅲ
）

売
り
場
は
バ
ス
停
背
後
の
ビ
ル
の
１
Ｆ
。
ぽ
ぐ
①
一
○
い
社
。
く
煙
匡
①
匿
唱
邑
四
行
き
に
乗
り
、
所
要
１
時
間
。
」

し
か
し
私
は
バ
ス
で
行
こ
う
と
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
バ
ス
停
が
み
つ
か
ら
ず
、
や
む
な
く
タ
ク
シ
ー
で
行
っ
た
。
そ
の
理
由
は
次
の
通

続
し

た
○

り
で
あ
る
。

「
チ
ン
チ
ョ
ン
」
の
解
説
は
、
こ
れ
と
少
し
異
な
っ
て
い
る
。
フ
ェ
リ
ペ
五
世
の
親
王
フ
ェ
リ
ペ
・
デ
・
ボ
ル
ボ
ン
・
イ
・
フ
ァ
ル
ネ
シ
オ

（
の
冒
〕
註
昌
の
号
巨
評
言
の
号
画
○
号
目
胃
闘
目
①
の
ざ
）
が
、
カ
ブ
レ
ラ
・
ボ
バ
デ
ィ
リ
ア
（
ｇ
耳
の
国
出
号
且
三
巴
家
か
ら
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵

領
を
購
入
し
た
。
一
七
六
一
年
に
、
伯
爵
領
は
そ
の
弟
、
前
述
の
ド
ン
・
ル
イ
ス
に
譲
ら
れ
た
。
ド
ン
・
ル
イ
ス
の
死
後
、
そ
の
子
の
ル
イ

ス
ａ
ｏ
ｐ
冒
尉
冨
四
３
号
胃
３
９
〕
く
農
四
目
闇
）
が
相
続
し
た
が
、
一
八
○
三
年
に
そ
の
権
利
を
妹
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
に
ゆ
ず
っ
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
か
ら
は
、
娘
の
カ
ル
ロ
ッ
タ
・
ル
イ
サ
（
号
冒
９
吋
ご
国
冒
鬮
三
画
目
①
盲
の
且
昌
）
が
、
伯
爵
領
を
相

氏
に
よ
れ
ば
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
、

を
祝
っ
て
画
か
れ
た
も
の
と
い
う
。

家
の
血
を
引
く
と
こ
ろ
か
ら
、
愛
人
を
ブ
ル
ボ
ン
家
の
一
族
に
加
え
よ
う
と
す
る
王
妃
の
策
謀
で
、
ゴ
ド
イ
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
６
）

堀
田
は
、
政
略
結
婚
の
犠
牲
と
な
っ
た
薄
幸
の
女
性
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
に
深
い
同
情
を
こ
め
て
、
そ
の
生
涯
と
ゴ
ャ
の
作
品
を
解
説
し
て
い
る
。

氏
に
よ
れ
ば
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
サ
は
一
八
○
○
年
に
一
代
限
り
の
チ
ン
チ
ョ
ン
伯
爵
夫
人
の
称
号
を
与
え
ら
れ
、
ゴ
ャ
の
作
品
は
そ
の
受
爵

こ
れ
ら
の
経
緯
か
ら
、
現
在
は
小
さ
な
村
に
過
ぎ
な
い
チ
ン
チ
ョ
ン
が
、
か
っ
て
重
要
な
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
で
あ
る

妄
「
ノ
０

五
．
チ
ン
チ
ョ
ン
ヘ
の
行
き
方
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シ
く
①
昌
目
号
冨
の
島
訂
目
習
①
○
は
、
ア
ラ
ン
フ
ェ
ス
、
チ
ン
チ
ョ
ン
方
面
へ
行
く
幹
線
道
路
で
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
も
こ
の
道
を
行
く

こ
と
に
な
る
。
タ
ク
シ
ー
料
金
も
、
片
道
約
五
○
分
の
往
復
に
チ
ン
チ
ョ
ン
滞
在
一
時
間
程
度
で
七
、
○
○
○
ペ
セ
タ
（
五
千
円
）
と
い
う
安

さ
な
の
で
、
気
楽
に
使
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
も
し
分
か
ら
な

メ
ー
シ
ョ
ン
で
聞
く
。

さ
が
す
。

バ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
聞
い
て
く
る
日
本
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
見
え
、
目
印
の
中

華
料
理
店
の
名
前
を
漢
字
で
書
い
て
あ
る
地
図
を
見
せ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
さ
が
し
て
も
バ
ス
停
が
み
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
後
で
考
え
る
と
、
バ
ス
が
左
側
通
行
を
し
て
い
る
日
本
で
の
習
慣
か
ら
、
シ
ぐ
①
凰
呂
号
冨
①
昌
扁
副
習
の
○
の
ク
ラ
リ
ッ
ジ
・
ホ
テ
ル
の

反
対
側
、
つ
ま
り
市
外
へ
向
か
っ
て
左
側
を
さ
が
し
た
た
め
ら
し
い
。
右
側
を
さ
が
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

も
し
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、
マ
ド
リ
ッ
ド
で
は
次
の
よ
う
な
方
法
で
バ
ス
停
を
探
す
と
よ
い
。
バ
ス
の
終
点
の
ぐ
四
一
号
自
侭
巨
目
は
、

チ
ン
チ
ョ
ン
に
近
い
村
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
チ
ン
チ
ョ
ン
で
は
バ
ス
停
は
村
の
中
心
に
あ
り
、
分
か
り
や
す
い
。

（
一
）
地
下
鉄
六
番
線
の
○
○
且
①
号
○
四
印
巴
駅
で
お
り
る
。

（
二
）
広
場
で
は
、
ク
ラ
リ
ッ
ジ
・
ホ
テ
ル
の
左
側
の
大
き
な
通
り
ｓ
ぐ
①
昌
烏
号
冒
の
目
閏
愚
巨
①
○
）
の
、
ホ
テ
ル
に
接
し
た
側
で
バ
ス
停
を

○
○
且
①
号
○
四
の
巴
は
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
地
下
鉄
六
番
線
の
駅
で
、
地
上
へ
出
る
と
９
目
①
号
○
四
の
巴
広
場
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も

っ
と
も
目
に
つ
く
の
が
ク
ラ
リ
ッ
ジ
・
ホ
テ
ル
と
い
う
建
物
で
、
そ
の
右
側
一
階
が
長
距
離
バ
ス
・
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
あ
た

り
で
バ
ス
停
と
い
っ
て
聞
く
と
、
み
な
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
教
え
て
く
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
チ
ン
チ
ョ
ン
行
き
の
バ
ス
停
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

観
光
地
な
の
で
、
チ
ン
チ
ョ
ン
ヘ
行
く
途
中
の
道
標
も
完
備
し
て
お
り
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
行
く
こ
と
も
む
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

も
し
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
ク
ラ
リ
ッ
ジ
・
ホ
テ
ル
の
一
階
右
側
面
に
バ
ス
・
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
の
イ
ン
フ
オ
ー
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